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注意

Ａ Ｃ アダプターについて

バッ テリ ー（ 別売） について

免責事項について

 

　
煙が出ていたり 、 変な臭いがするときは、 すぐに電源を切ってく ださい。 コンセント を使用している場合は、 すぐにコンセン
ト から抜いてく ださい。 そのまま使用すると 、 火災・ 感電の原因となり ます。
内部に異物を入れないでく ださい。 金属類や、 可燃物が内部に入った場合、 火災・ 感電の原因となり ます。
落としたり 、 キャビネッ ト を破損した場合はすぐに電源を切ってく ださい。 コンセント を使用している場合は、 すぐにコンセ
ント から抜いてく ださい。 そのまま使用すると 、 火災・ 感電の原因となり ます。
コード 類・ プラグ類が傷んだり 、 水に濡れた場合は、 すぐに電源を切ってく ださい。 コンセント を使用している場合は、 すぐ
にコンセント から抜いてく ださい。 そのまま使用すると 、 火災・ 感電の原因となり ます。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

修理・ 改造・ 分解はしないでく ださい。 火災・ 感電の原因となり ますので、 点検・ 修理はお買い上げの販売店にご依頼く ださ
い。 本製品を分解・ 改造をした形跡があると 、 保証期間内であっても保証対象外となる場合があり ます。
内部に異物を入れないでく ださい。 金属類や、 可燃物が内部に入った場合、 火災・ 感電の原因となり ます。
水に濡らしたり しないでく ださい。 火災・ 感電の原因となり ます。 水辺での使用はしないでく ださい。
強い振動を受けてしまう 様なご使用方法はしないでく ださい。 火災・ 感電の原因になり ます。
航空機内で使用するときは、 航空会社の指示に従ってく ださい。 航空法で、 離着陸時に本機を使用することは禁止されていま
す。 指示に従わず使用すると 、 運行装置に影響を与え、 事故につながるおそれがあり ます。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 風呂、 シャワー室など、湿気の多い場所には設置しないでく ださい。 火災・ 感電の原因となり ます。
上に物を置かないでく ださい。 金属類や、 花びん・ コッ プ・ 化粧品などの液体が内部に入った場合、 火災・ 感電の原因となり
ます。 重いものを乗せると故障の原因にもなり ます。
本機は、 振動の無い安定した場所に固定して設置して下さい。 振動を与えると 、 故障の原因になり ます。
加湿器やスト ーブなどのそばに設置しないでく ださい。 故障・ 火災・ 感電の原因になることがあり ます。
本製品を作動させながら移動・ 持ち運びをしないで下さい。 故障・ 火災・ 感電の原因となり ます。

温度の高い場所に置かないでく ださい。 直射日光の当たる場所・ スト ーブのそばなどに置く と 、 火災・ 感電の原因となること
があり ます。 また、 破損、 その他部品の劣化や破損の原因となることがあり ます。
湿気・ 油煙・ ほこり の多い場所に置かないでく ださい。 加湿器・ 調理台のそばや、 ほこり の多い場所などに置く と 、 火災・ 感
電の原因になることがあり ます。
移動させる場合は、 本機の接続を全て外してく ださい。 接続したまま移動させると 、 火災・ 感電・ 故障の原因となることがあ
り ます。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ａ Ｃ アダプターの電源プラグは家庭用交流１ ０ ０ Ｖ のコンセント に接続してく ださい。 交流１ ０ ０ Ｖ 以外を使用すると 、 火
災・ 感電の原因となり ます。
Ａ Ｃ アダプターを分解・ 改造・ 修理しないでく ださい。 火災・ 感電の原因となり ます。
Ａ Ｃ アダプターの電源コード は、 傷つけたり 、 延長するなどの加工をしたり 、 加熱したり しないでく ださい。
Ａ Ｃ アダプターの電源コード は、 無理に曲げたり 、 ねじったり 、 重いものを乗せたり 、 挟んだり しないでく ださい。
Ａ Ｃ アダプターの電源プラグの刃や、 刃の取り 付け面にゴミ やほこり が付着している場合は、 電源プラグを抜き、 ゴミ やほこ
り を取ってく ださい。 火災・ 感電の原因となり ます。
通電中のＡ Ｃ アダプターにふとんをかけたり 、 暖房器具の近く やホッ ト カーペッ ト の上に置かないでく ださい。 火災・ 感電の
原因となり ます。
濡れた手でＡ Ｃ アダプターの電源プラグを抜き差ししないでく ださい。 火災・ 感電の原因となり ます。
Ａ Ｃ アダプターの電源プラグをコンセント から抜く ときは、 コード を引っ張って抜かないでく ださい。 火災・ 感電の原因とな
り ます。
Ａ Ｃ アダプターは、 指定のものを使用してく ださい。 指定以外のＡ Ｃ アダプター・ ケーブルを使用すると 、 火災・ 感電の原因
となり ます。
長期間ご使用にならない場合は必ずＡ Ｃ アダプターをコンセント から抜いてく ださい。 万一故障した場合、 火災・ 感電の原因
となり ます。
Ａ Ｃ アダプターは本機以外の用途に使用しないでく ださい。
Ａ Ｃ アダプターの電源はコンセント の奥まで確実に差し込んでく ださい。 確実に差し込まないと 、 火災・ 感電の原因となり ま
す。

指定されたバッ テリ ーパッ クを使用してく ださい。 指定以外のものを使用すると 、 破裂・ 発火の原因となり ます。
バッ テリ ーパッ クを加熱・ 分解・ ショ ート したり 、 火の中へ投入しないでく ださい。 破裂・ 発火の原因となり ます。
バッ テリ ーパッ クの近く に、 金属や水気のあるものを置かない様にしてく ださい。 電極（ ＋端子と－端子） に接触すると 、 シ
ョ ート し 、 破裂・ 発火の原因となり ます。
バッ テリ ーパッ クが本体にしっかり と取り 付けられているか確認してく ださい。 正し く 取り 付けられていないと 、 火災・ 感電
の原因となり ます。
バッ テリ ーパッ クを指定された充電方法以外で充電しないでく ださい。 破裂・ 発火の原因となり ます。

地震や雷などの自然災害および当社・ 販売店の責任以外の火災、 第三者による行為、 その他の事故、 お客様の故意または過
失、 誤用、 その他異常な条件下での使用によって生じた損害に関して、 当社・ 販売店は一切責任を負いません。
本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（ 事業利益の損失・ 事業の中断など） に関して、 当社・ 販売店は一切責
任を負いません。
取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた損害に関して、 当社・ 販売店は一切責任を負いません。
当社が関与しない接続機器、 ソフト ウェ アとの組み合わせによる誤作動などから生じた損害に関して、 当社・ 販売店は一切責
任を負いません。

本製品とは、 当てはまらない項目もございます
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※

映像延長ケーブル（別売）→

＜注意＞
この接続図は、一般的な例の１つです。

接続するカメラ・モニター・システムなどによっては大きく変化します。

＜注意＞
AHD対応の【DVR】 もしくは【コンバーター】の

どちらかに接続してください。

映像出力→
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←　　映像入力　　→
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電源延長ケーブル（別売）

→

電源入力→
１００Ｖ

AC100V
コンセント

電源

▲

※付属のケーブルはRS485制御を
　使用する為の配線です
　RS485制御をしない場合は
　接続の必要はありません

※RS485制御では
　ズームIN、OUTのみできます
　メニューを出すことはできません

▲



画角調整とRS485接続

SETUPを押すと下記のメニューが表示されます
本製品の各設定は、下記のメニュー画面で設定して下さい

メニュー設定

▲▲

▲▲

：押すとメニュー表示されます。
：上移動ボタン

：下移動ボタン
：数値・設定変更左移動ボタン

MENUを押すと、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　ニューが表示されます。
メニュー表示中のボタンの動作は下記の通りです。

：数値・設定変更右移動ボタン

● MENU
●

●
●
●

接続されたモニター上に

本体操作の場合
カメラのボタンで画角調整ができます
TELE：ズームイン
WIDE：ズームアウト
NEAR、FAR：ピント手動調整

RS485操作の場合（ズーム操作のみ可能）
PTZコントローラーやレコーダーを利用して画角調整ができます
付属のケーブルをカメラのRS485配線に接続してください
配線色　白色をカメラのA端子（+）、黒色をカメラのB端子(－）に接続して下さい
プロトコルはPELCO-D　ボーレートは2400に設定されています
配線をPTZコントローラーやレコーダーと接続してください
ズーム操作はコントローラーの説明書を参考にしてください
RS485制御ではメニューを出して設定の変更はできません

TV MODE

TV SYSTEM

本製品はAHDに設定されております

MENU

T V  MOD E
TV  SYSTEM
ZOOM  MA X

F O CU S
B A UD  R A T E
C AM  I D
M I R R O R
V  F L I P
D E F A U L T

AHD
NTSC

KAUTO

OFF
OFF

2400
1

18
D A Y  N I G H T AGC

本製品はNTSCに設定されております

本製品はAGCに設定されております

ZOOM　MAX

DAY NIGHT

本製品はKAUTOに設定されておりますFOCUS

本製品は2400に設定されておりますBAUD RATE

本製品は1に設定されておりますCAM ID

ONにすると左右反転しますMIRROR

ONにすると上下反転しますV FLIP

初期設定に戻しますDEFAULT

18ズームの最大値を設定できます

S A V E
O T H E R

OTHER その他メニューを表示します

 OTHER

LENZ LENZはMANUALで設定されております

EXPOSURE 露光の調整ができます

WHITEBAL WHITEBALはATWで設定されております

DAY&NIGHT DAY&NIGHTはAUTOで設定されております

ADJUST カメラの調整ができます

※MENU項目を適応させるにはSAVE項目で右ボタンを押してください


